
2. アルミックス防火服地の研究

I立 しがき

間肪犠器のうち 個人韮備の防火瞳胞については

現在なお.未解決の問題が多くある.防止世服が防水

的でありかつ程量であるということは。消防活動上き

わめて必要伝条件であるばかりでな<.荷生面または

隊員の疲苦度を少〈するなどの点からも好ましいこ と

である そこで比絞的廉値で睡揖的強度もあり。 Jがつ

肪71<.軽量耐熱的なものと考えて研究したのがアル

ミツタス防火胆である

このア&，3:ッタλ防火胆は，情13.曲0生地にネオプ

レン合成ゴムと鉛来アル吉二品ーム 20揮を混入L約

0 . 3-0.~住町厚さにコーティ :JÞ' L..さらに合成ゴム

中最も耐熱性円高いρ イバ'"/~置面にかけ，ある程

度の肱射黙を反射させて肪火置胆の耐熱性的向上を図

ったものである ここに防火服と Lての基本的要素の

い〈っかをあげてみると

l 耐熱的であるニと

2 防水的であること

3 軽量であること.

4 機極的強度に強い二と.

s 柔軟性のある二と
6 落下物.倒壊物その他仁対して身体の保護に世

立つニと

? 汚れが目立た血こと

8 経年密化の少ないニと

その他，外観，価格の低廉等があると思う しかL

ながら .このような条件のすべてを耐えたものは，現

段階では伝かなか見出し挺い.しかもどの程度耐熱的

であればよいか，あるいは防水的であり.軽量でなけ

ればならないか絡についての基噂はまだ明らかでな

い これら基本的要件の判定試験と Lては。日本工聾

規格(J1 S)の臓物院駄があるが，その地は消防独

自白紙験が正、要である 今回はこれら融物試験のやか

ら引彊試験，引裂き試験および老化試験を実施L.ま
た梢肪独自の試験としては.放射加熱試験および控提

加熱試験を行ない現用町三豆刺子と比較聾験して将来

町置用並びに世良への示唆を得ることとしたのであ

. ，昭三研究室
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1. アル ミックス防火服地の

織物強力鼠験(その 1) 

1 実草案の目的

ンョァハ 型引唖試験機により新品ならびに老化試

験桂の織物岨力民験を行い。現用の三文刺子と比較実

験Lて今能における防火服作成上の基礎賢科を得ょう

とするものである

2 実瞳期日

昭和36年8月2日より

昭和36年12月5日まで

3 聖睦場所

麻製品検査協会(中失区日本橋芳町lの1) 

4 童瞳器具

ーノ，ザ，、ー型引彊試験機 ・........1 

〈低料巾3担揖lb120坦下時速度 20cm/min】

ウエザメータ-..............................1 

E全自動万能老化罰験世〉

5 聾酷宜料

71レ主ヅタス3号生地

主主刺子(現用のもの〉

府甚生地〈アル ミックス3号町ベースとなる生地】

6 実瞳方記念

今回の実験については.当庁円実験訟備不足のため

財団佳人麻製品検査協会に依軒 L.描物強力試験〈引

彊試験l 引裂きE実験〉のつど立会試験し.q，種防火JIII.

の強力を比較した

第一円翼政としては。アル、 ッタス防火服，三3UlJ

子.麻昌生地等町新品臓物のタテ方向，ヨ コ方向の引

彊試験および引裂き試験を行タい各種防火凪について

比較した.

揖エの型験は。これらの防火服地をウニ忌ザーメータ

ーにかけ。老化桂町引彊強力および引裂き強力につい

て性能を比較した ウエザ メーターにお昨畠時間ほ

アル、 γタス三寄生地についてはI 過去の突憤毒事を考

慮して即時肌 140時間.2叩時応明三掴額正じ・ 三

文刺子〈現周のbの〉生地については。 20時問。 40時

間.6刷o1r.. 1. 1即時間， 140時間の王瞳煩と Lた

(33) 
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あり これらの各央政結果を括合するとつぎのとおり

である

7 寓駿桔果

宮、験した品』裂は白o1 ヨ1お よび~12 . 3lだのとおっで

「

純物試恥臨紘 1~ Hli 36. fl. 12臼

室温32"C 出世田拓

車 1i喪

酎:民き事日?;I E免試~.G ヲl多C
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コ2 プヨコs 名

強力(，，)強力(k，)神ぴ〈弼】強力(k，)仲び(弾〕強力(1白，)局主

8 9.3 52 4.5 47 
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制
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JJ 17.0 102 20.5 てJ'

(移3030)

"ζγ  

豆

麻誕生

J 

17 4.0 97 30.8 75 j也

D • 7.51 11.0 51 4.9 50 (名 3凹0)

ns 36. 12. 5日
室温18・C 湿度目指

名 ネ|引張強力(，，) 仲 び(掛〉 引裂き強力 (k，)

称 タ ヨ コ タ プ 2 コ タ テ 三 コ

。 165 102 20.5 17.0 11. 0 12.0 

20 155 101 24.9 16.4 

40 154 98 23.0 15.0 

刺 60 145 97 23.0 12.0 12.0 

す
100 135 87 23.0 15.5 12.0 12‘5 

140 133 85 21. 5 14.3 I 12.0 12.0 

。 47 52 4.5 9.3 8.0 10.0 
Jレ 1曲 45 51 5.0 9.0 5.0 5.0 

身 48
ツ 140 44.5 5.0 10.0 4.5 4.5 

ク号 2凹 43 42 3.5 8.5 4.0 4.5 

ウェサ メ ター試験成績若第2表

後においては 完全に圭面ネオ 7ν ソゴムに乙ピが入

り甚菌に水が通勺雨合羽式の防火服と Lての機能がな

〈な勺てくることが認められた

12) 三叉刺子生地について

a)三又刺子生地の車E織物引張強力についてはI
タテ方向が， 165kg豆コ方向が102kgあり。 アル ζγ タ

ス3号生地に比L一段と引彊強度が強い しかし引裂

き謹直になるとタテ方向がllkg，==方向が12kgで引

張強Eが他の防火胆地より一段と主主い割合ほどでなく

ア，.ミックス3号生地にやや勝る程度である

b)ウェザーメータによる経年量化については、140

時間接の引彊強度はタテ方向が約30同 ヨコ方向が約

20"低下して〈る 引裂き強度については， 140時間

を比較してみる C. タテ方向.ョ=方向共にほとんど

強度の変化はなく向墨置である

以上は誌宜のみの主化であるが ウェ4 メ タ

100時間くらし、から防火服地の表面染色に霊化を生じ

140時間になるとさらに変色が強くなり法白色になっ

てくる これらの劣下状坦を表、こLてみると車3衰の

とおワである

( 34 ) 

アルミックス号生地について

a)アルミヅクス 3号の防火皿生地は裏地と Lて麻

害3.0聞を世周Lており 原E織物強度はタテ方向が47

kg， :gコ方向が52kgでタテ方向円強力とヨコ方向強力

のバラ'/;えがとれている これを三叉刺子〔現用のも

のの強度と比匝してみると タテ方向は的3王子のし

~=方向は拍 2 分の 1 であり三豆刺子よりもアルミッ

タス 3号が引彊強度は弱い 引裂き強度についても。

タテ方向が8kg，ヨコ方向が10'"で三宝刺子に比L2

H程度"ぃ
b)ウェザーメ タ による毘年霊化については三

豆刺子よりもさらにウェザ メ タ にかける時間を

長くして。 2国時間桂のものについて新品と比絞して

みると 引彊の場合，タテ方向は4kSで89拶獄，

方向は10kgで20財政c、経年変化によって監力が低下

する 引裂きの場合 ，テ方向が4kS，晋コ方向が'.5

k，で共に新品の的2ftの 1の血症となる

CJまたI アルミヅタλ3号生地の表面がウェザー

メータ の 100時聞からネオフレンとしてのつやが〈よ

くなり， 140時間でさらに表面白つやが悪化し2由時間

ヨコ

111 



ウzザーメータ による劣化試瞳成織褒 (VE-2型〉

ず 一一一H際器自体翠岩盤L
草3表

一一一一一一 実施せ

i404 51彊強喜四姐ヱ一一往時免主義k.I_..!!彊強さ10雌
1すl型き蕗E宜りなし r-"，i裂"Hiis百部間......'-'---.....' .. ~ 

2曲

時

引5星空転車生 R後低下 表面ややヒ臣盟主一
「引裂き議さ古'ö~吉正l'福進言L

し色甚引盟強さ18出ー睡で 量E
~l説き揺さ量りなし

100， 

空)!里親書民経毘L.._~.鰻重 1ヒ主 ι 十一一一一一回 聖徳せず60 

上 一一一一一--同4叫.3l哩i聖iさ 7~.見て 時』皇室i主主ιしー

上 ー一 一一…四4 引輔さ.H~_f!!'J._.....J，-寧査it.!fLI一一一_....- 問

引彊強さ l曲掃とする

主剤 スタJレア子
令

。
ツ

BU 種

ア J~ ミッヲス防火服地の盤射加熱実聖書

1 里瞳の目的

前回の重量金 〈アルミッグス防火服地の織物強力試

験〉に引続いてγ&バンク バーナーによる加熱重量

を行い，断熱，耐熱の性能を関ベ今佳に釘ける防火服

作成上の賢料および防火!iに関する試験規絡的資料を

骨ょうとするものである

実瞳期日

昭和甜年10月四日より

昭和措年11月7日まで

実睦場所

東京消防庁，消防科学研究所.楠防装備実験室

4 翼瞳器具

'l~ハ Y タ . /、ーナー 。 ー.I 

ミリボル ト計 0・ ....... ・1
放射計.:.............................................-2 
温度計 .....................................2 

2. 

2 

3 

重睦の考察

各実験項目についてわか弓たことを列挙するとつぎ

のとおりである

UI機揖的強度については.三豆刺子の方がアルミッ
タス 3号よりまさっている すなわち，

a)引彊鼠験については，三文刺干の方がアルミツ

タス3号に比し二倍以上の強力がある

b)引"1き試験については.三宝刺子がアル、ッタ

ス3号に比L2-3割瞳度強い.

(21 老化伝説をした場合。 040時間桂〉極極的強置が

どちらも新品に比L10弾-2096程度低下する すな

わち

a)三E京I子は引彊強度が20到底下L.引裂き強度

は落ちない

b)アルミックス3号は.引強強度が10掃墨鹿低下

し 引裂き強度は35幅低下する しかし.普通衣

料としての強力はじゅうぶん保有すると思われ

8 

タ回メ"・

ストップ.ウ..γ チ ・ ... 1 

軍睦民軒

アルミックス3号(ゴム厚 0.3粍〉

アルミックス4号〈ゴム厚 0.4粍〕

三文刺子〈葺生地亙び裂地〉

ウレタンフ滑ーム布地

ネオプν>'3号〈アルミ掛末の入らない合成ゴムの

みのもの〉

アルメル熱電対 (0.3粍)..................2

5 

6 実瞳方法

第一円費量主方訟は.各試軒に放射鼎をあててその裏

面担度上昇およびその時聞を聞定L.覆面が25度C温

度上昇する時聞をもって判定の韮耳障とした 放射熱の

強さは.0.1回 lfcmz，sec， o.lscalfcmlsec. O.2ca1/cmz 

S紅白三種とした.

( 35 ) 

る

(31 !Il色世については，三文刺子もアルミ γタス3号

も新品に比L相当劣化する.

('1 また，アルミックス3号はウ zザーメーター 2叩

時間で完全に表面ネオプν川ニヒヒが入り，肪'"的

揖能がな〈なる結果となるのでこの時間位までが防

火胞としての寿命でないかと考えられる なお表面

ネオプνソの合成ゴムにヒピが入るのは.一時的強

力な紫外線に伴う置量塩騒が拒生する ものと考えら

れるので，これらは合成ゴム担造工程上の研究によ

。て解決できる問題であり.それによ勺てはさらに

鍔命も長〈なるものと思われる.また.誕生地と し

ては，より強力な麻地(倒~3.030) または麻ピエロ

Y空織等町新型品について研究する余地があると思

料きれる.



部二の主駁方法は 各試料に抽射勲をあててその配給

而および呂田温度上昇およびその時間を欄定比較して

判定の基地とした この窃合の故射勲の;t!さはO.lCAl

Icm~.secの一極と した 勲距は νュパンタ，ーナ

を垂直に立て勲ふ〈射を水平に肱射させるよう設置

，し カスバーナーの軌植田を雰と L 前面に距離を目

盛 ヲ標準iとした 調定方桂は空験に必要な誼射黙を政

射計により捌定し距離を求み その位置に~;ff:~t.\;n ~ 
置き控削仮を取り去る時よりの時間と温度上昇を記録

した 担匹棚定1こは 0.3耗タロ〆 μ. アルメル柏市対

を舵用し各試料円高田にセロテーフではりつけた 市

接的ま帯用魔法認を用い語、を入札 アルコ ール担庇計

で水温を耐定Lた(第A図彦照〉したがってf.:i度は水
沼からの温度上昇である

第 A図 民駐方法

校五竺J協

車1因。咽1田Ijcm!sec故射加熱韓合曲韓

{判')
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7 軍駐結畢

実験した結果は各国衰のとおりであり， 二れらを縫

合するとっき'のとおりである

11) アル ~ ';1タス3号と 4号との比置について
a) 車交射勲 0 . 1田Ifcm~sec の喝合においては。アル

古~ 1ヰ

国土苧多芋旦主主主

」-totLJ 

若丸斜凶又ω1n:A..tfl'""25e.之E寸る"
4'寸る崎町官制定す.

ミックス3号と 4号とで.裏面畠度251t"Cまでの

塩宜上昇町時間的差異は 6-7秒であり. これを

O.15calJcm2sec， O.2ca1/cm!sec になると同じ〈

E面温11(25度C置度上昇まででは2-3秒の蓋異
Lかな〈 なる



生地として脅〈片面だけメリヤ

ス張り〕のポリウ νタンフォー

ムをつけた場合と現用の三文刺

子〈裏付〉がほとんど同じであ

る

〈註〉アルミ γタλ3号4号とい

う名称についてはI アルミ輯

末とネオプνンを.，クス L

た合成ゴムを原Eの麻生地に

=ーティ γグLたゴム厚をあ

(句，，'
tら

1.4 

'.2 

1.0 

u恥1;.--11) 

勺ν"坐}

司昆鳳e、亀句}

軍2図

0

0

 

4

3
 

描

度

よ

奪

三

0.3圃らわしたものであり

厚を 3号 0.4圃厚を4号と名

づけて取置い匝用上の規絡と

したのである

0.8 

aι 

20 

0.4 '0 
アルミ γタス3号とネオプνγ

3'号との比較について

a)アルミッタス3号とネ，，-プレ

γ3号〈アル ミ罰末の入らない

ネオプレソゴムのみで製作した

もの〉とでは.裏面25度C温度

上昇するまでの時間的差異は第

1. 2. 3図に見られるように

ほとんど同じである

b) Lかし それ以上の温度上昇

になるとネオプν0.'3号はアル

ミッタス3号に比L車担な直度

上昇を呈L.世射加勲0.15岨J/

cm~/sec においては10秒前桂で

ネオプνγ3.奇生地表面がやや

禍巴に茸じ30秒ではさらにその

置を増 L相当甚し〈なって〈

121 0.2 

[鳴り

Tι 
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" 50 

勺ν7ノ4寸】

時間{骨)
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" 20 

軍3図

10 。
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‘庄
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昇
つ
C〉
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c)一方アルミックス3号生地は

一分間町並射加熱では聾面が異

常な〈甚面がやや咽色に変じ

三卦旺過してはじめて聾面が禍

。‘
0.4 

'.2 

色に霊じてくる.

実瞳の考察

各実験項目についてわか勺たことを刊学するとつぎ

のとおりである

111 アルミッタス3号と4号とでは.低放射勲のときは
4号がまさるが高鍬射勲になると大量はな〈なる，

a) O.lcal/町内自 の場合，裏面白Il!:Cまでの温度

上昇の時間的畳呉は. 6......7砂である

b) 0. 1 5回t/cm~誕c :&0: 0.2田lJc:m!secの場合は

2-3秒しか畳Zるがない したがって耐蝕性およ

び1Il量の面からも極端にアル、 γ クスをl草〈する

( 37 ) 

ら。

8 

" 40 

一一一一一時間〈秒)

b)また.アルミッタス3号と4号とに更に甚生地と

してオミリウレタ γフォ ム背(片面だげメリヤス

張り〉をつけた場合には，第 1.2. 3図に見られる

ように甚なしの吻合に比較Lてはるかに断熱効畏

は大きいただし高生地として赤〈両面メリヤス彊

り〉のボリウ νタνフ弁ームを匝用した場合には

揖1図に見られるようにさらに断熱劫畢はよい

c)ニれを現用円三主刺子と比較してみた場合

ルミ γクス3号耳なしと三文刺子袈生地のみの性

能が日ぼ同じである またアルミァタ;'-3号と甚

ア

30 20 ID a 



二とは.あまり3効果的でないと思われる!

(21 l!1生地円断然抽畢は特に大きい

， )アルミ γタス3号にウ νタンフォーム会誕生地

として付けると 的2惜以上自断熱抽毘がある

また ウνタンフ才一ムはタッシ，ンfpJfl.o;;)る

ので落下物等の懐同的衝撃によい

b)また防火服に裏地をつけるか，っけないか， ま

た如向なる高生地をつけるかによって裂面白温度

上昇!すなわち断鼎i生が決定されるものと考えら

れる

(31 アルミックス3号(聾なし〉と三豆刺子〈国なし

の乾燥しているもの〉とは大体同じでゐる

(41 7ルミ γ タス3号はネオプνン3号に比し勲のE

度上昇の差よりも蝋による生地の宜化においてまさ

，っている

.)低温時における温度上昇は あまり藍りがない

がネオプνゾ3号はある一定の高温時になると急

激な温度上昇を呈する

b)ネオプν>'3号は滋射加熱0.15回 lfcm2secの場

合10秒前桂で費面が禍色にEじて〈る

c)アル、ッタス3号は同じ放射鼎1Jo 1)ーの場

合 三分程過Lてはじめて表面が喝色となる L 

たがってアルミッタ久3号はネオプレン3号より

も勲反射劫集会:大であると考えられネオプレンに

アルミ舶来加工の拍車がはっきりと認められた

多考

アルミッタス町火胆と三宝，j子の表面由度差につ

車4図 量射加熱 O.lcal/cm包ccの場合町裏面温

度および直面温度総合路線
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111 アル iッタゑ防火皿生地と三:RJliIJ-T-!f，一地に放射
g Q. l Cll l/cm ~sec を加えた吻合の~fl而叩lJ!rおよび

混同温度上昇を比較Lてみると館4図のとおりで

ある 倒として曲射加熱 O.lcal/cm~sec の場合

において 2.0mV(白50・C)までの甚面血症上昇

を比較Lてみると アルミッタス3号〈裏付〉が

9.3砂.三叉刺子(現用のもの〉が9.8秒である

また4.0mV(拍100・c)までではアルミックス 3

号〈型付〉が32秒，アル、ッタス4号 〈高付〉が

30，歩 三叉刺子〈現用のもの)が33鞍でほとんど

同じである二とが認められた

(21 一方麗面温度上昇は防火服地の断H 眉の唖顕およ

び厚み等によって相当の差異がある二とが認められ

た また これら防火皿地が水で濡れた場合裏面E

llt上昇に担当の韮興が生じて〈る6のと考えられる

ので今世の研究控庖である

3 防火服地の乾燥時と吉水時の場合

における耐熱性能比較実験 (モ白3)

1 実験の目的

前固まで喪障してきた各種防火胆の実験は，すべて

乾燥状態における放射加熱実験て'あったがt 今回はこ

れら防火服地に水念会まぜた場合におけ耐酷性能を調

べ，今世における防火服作成上の資料および肪火皿佐

用取拙上町基礎資料とするものである

2 室瞳期日

昭和371手2月19目より

昭和37年3月13日まで

3 軍駐場所

東京消肪庁消防科学研究所，消防装備実験室

4 室酷器具

シュハンク.バーナー ー ー 1 

ミリボ，-トZす も ー一 2 
温度計 ...............................2 

放射計 ...............2 

ザイタル，カウンター ー......... 1 

タロメル，アμ メル台。電封 。 3

3えトップウォッチ・‘ 叩 一 1 

支 秤 ーー 1

5 室属貰科

三又則子生地

アル、 γ タ"3号生地

R. 防鹿服生地〈ナイ=ゾメリマAl萌み葺面白色

ピニール引吉〉

6. ~駐方法

111放射加熱実験については 各試料に放射熟をあ

( 38 ) 



てて，その裏面温度上昇およびその時聞を欄定L裏面

が25Il!C上昇する時間をもって比較したー=:Je刺子生

地については乾燥時の場合と古水(1同封〉時の湯合の

ニ彊頬につい:亡裏面温度前 4.QmV(拍 l曲I1'C) ま

で比較した勲曹はシsバンタ。バナ を呈直に立

てて勲紋射が水平にあたるよう段置L ガスハーナー

の勲置函を韮事として前面に距離を臼盛り檀取とし

た.掴定方法は 重量に必要な放射勲会放射計により

測定L距離を求め.その位置に実験試料を置き遮勲置

をとり去るときよりの時間と温度上昇を記障した 車交

射熱円強さは1火毘現湯の置用条件に近い O.lcalfcm=

"'<および Q.2C3ljcm:lsec町二種とした.温度自制定に

は 0.3耗タ ロメルアルメル熱電対を置用し各試料の裏

面に七ロテ プではりつけた 冷接点には噂用車法瓶

をmい水を入れアルコール温度計で水温を測った，し
たがって温度は水温からの温度上昇である

(2) 世良重量については，或る一定の炎町大きさを

定め揺らぎのない提が連続的に畠触するよ号にした

2弐験聾置としては真ちゅうパイプより都市3ザ"を醜焼

させ，置量は手持ちの器具では醐定することができな

か勺たので炎町大きさをもうて韮織とした 炎町大き

さは炎が揺らぎのない状態をたもつようにして高さ叩

粍 巾10粍としたー炎の火ロは内怪4.5耗のパイプ含

使い回転式にして実験時間の棚定を曹畠にした さら

にサイクル.カウ γター，，/Ilいて短時間の喪験に対し

て聾車時間の誤聾を少〈するようにつとめた.史的接

触させる時間は 2. 4. 6. 8. 10. 12. 14， 16. 188' 

の9極績とさらに鼠料生地が着火尭炎するまでを比較

した 温度調書点は試科目中uとしその炎の先端が民
J 

料町中心にあたるよう調節して試料の裏面と表面のこ

さとした量産醐定には0.3粍のタロメル，アルメル

勲電対を置用 L勲電置度計およびミリ ボルト計でその

指示を読んだ，冷接点は宣置を鋒周L実験時は19m:C
土 l置であった

(3) (1). (2同場合の実験鼠軒町大きさは すべて10

程XI0程である 乾操抗感とは要政設聞の闘再上J1 

5'こ基くことはできなかったのであるが，室温15l!:C

""度C.湿度49婦の部Eに3日間肱置しその佳の試

料重量を捌定L.その状態の試料を乾燥状曹とした

合水時(1凹%)とは，乾燥状態の鼠軒を水槽にs畳間
世Lて。その試料を耳支出Lて乾縁状悪時重量の二倍の

置量を以。て音水皐l曲%とした

7 翼韓結果

実験Lた結盟は各国曹のとおりであり.これを総合

するとつぎのとおりである

111放射加熱実験について

.)各試科に0.1四I/cm2sec&ぴ 0.2田 1/c:mZsec町

車 1図 書女射加熱0.1回ljcm!sec(乾〉
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放射黙をあてて裏面E度目度Cま::r:の温度上昇t
時間的に比較してみると，乾燥時円割合はlIl1固

でもわかるように岡田町実験と問樺であり 7-'"

ミックス3号も三文刺子も断熱性能に弓や定世間

程躍である J 

b ) 三四j子(甚付)酬にá~ ~ :'C:f:l~1師陣酒量C
温度上昇のみでな〈さらに4，"l1mVCi釣100'C)まで

の置度上昇を比桂してみるとつぎのとおりである

( 39 ) 
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4.0mV (拍1田・C)までを比粧すると第2図円ご

と〈であり時間的には拍2舟の 1であった

， )三豆刺子生地〔毘什〉を水に置し古水 100婦と

して比駿Lてみると 0.1回Ijcm2secの場合は措3

図の曲線を見てもわかるように 1.6mV(約60・C)

までの温度上昇では40砂前桂で大体 O.lcaljcm2，

，eoの乾燥時の場合における邑E上昇と間程度で

ある しかし 1.8mV(約45・C)付近から置度上

昇は停止し的3舟50砂も続ι この状態をつぶさ
に眠聾してみると鼠料表面からさかんに水蒸気の

故散していることが認められ この水骨の欽散L

ている時間だけが温度上昇は惇止している この

段階が終了すると急激な温度上昇をはじめ約 l分

以内で約珂度Cもの温度上昇を呈L 4.0mV (拍

1冊・C)に遣することがわかる

d)また 0.2田 Ijcmzsecの曲射酬にした場合には

O.lcaljcm2secの場台の温度上昇曲謀と同じ回向

をたどるが. しか L2.0mV (的50.C)まででは

30秒前世の短時間であり二円付近からまた，置E

上昇は一時停止するが ニの状態が1分30砂間で

終り今度は 0.1回 lfcm!secの場合以上に愚被な畠

度上昇を呈 L20紗!田で 50・CIl1:もの温度上昇をし

4.0mV (約100'C)に遣する ことがわかる

.)次に三文刺子生地の聖面欄定についても棚定L

たのであるがニれを総合して衷Lたのが第4図で

ある 表面温置を正躍に酬定することは。世間的

になかなかむずかしい問題であるが.一応の傾向

ー一一- .， Itl (""1) 各種訪火胆の裏面担民k昇総合曲臨
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aA・修二
三

.咽e・3
三文刺子(裏付〉生地の乾操時に0.1日ljcm宮'"

の放射勲を与えた場合の裏面温度上昇をみると

2.0mV (約 50・C)まででl;t45秒前陸であり，さ

らに 4.0mV(的1回・C) まででは1分45秒前桂

であった1 またこれをさらに 0.2田 lJcm2secの熱

量にしてみると 2.0mV(約50"C)まででほお秒

前桂。 4.QmV(的i凹・C)まででは45秒前世と

直組に温度上昇した この温度上昇について 0.1

日.l/cm:secの場合と 0.2四 Ijcm2sec との掛合を

( 40 ) 



三宝-*'1子(含水 1田形〉毘時間瞳炎

による置度幽韓

軍6図

4・，

色も増大L6骨30秒ではじめて着火尭炎すること

が箆められた撞炎時間l骨， 2骨 3分 .分

という時聞は，試軒町水分のみを肱散しており

ニ町時間には大体60直前世しか温度上昇し心い

二白状態が於了すると伐ヲ4骨30秒間〉今度は車

iII俗世宜上昇をはじめ6骨30秒の撞炎加熱で着火

尭炎する・なお第6図における右下りのヵープは

その現去において炎を取り去った桂町温度降下カ

F プである

d)さらにアルミァタス3号生地と R，l肪護服生

地〈ナイロソメリヤス彊り〕についても撞炎加熱

実験を行ない比較してみると I アル ζ ツタλ3号

生地ふo秒接炎加如、ら表面b噛邑に宜じ12秒.
1<秒，16秒，と椙色町賓色匪合も明大 Ll1l面麻地

がこげてきた。一方RI肪纏皿生地は4秒控長加

熱から韮面が軟化Lはじめ6秒接炎卸然でさらに

その置を噌 L8秒接提で完全に生地自体が落解し

穴があいた さらにR1肪l!!眼に 0，2田l/cmtsec

の政射勲をあててみると，48砂で生地は完全に溶

解した 一方.アルミツタス三号生地は48秒位町

時間では。生地に同等の晶状も認めら丹ない

3 婁畿の考察
各実験項目について わかったζとを列挙すると

つぎのとおりである

(1)政射加鍬実験について

a)三E刺子会*で輔ら Lた場合は1

終るまで温度上昇はしない す伝わち

0， 1ロl/cm2secのとき約3卦30秒間は 47度

-481ll' Cで一定となる

0，2田 lfcm包>ecのとき約l分20秒間は 50& 

-5311l'Cで一定と伝る

したが勺て，水に珊れることは，布地の血Eを下

げるため非常な長所である しかし直面重量が倍

にもな。て行動に融括を3尽きかっ非衡生的であ

る

控炎加動正式験について

般財加熱試験の場合と大体問怖であるが特に1xの

百百一一…‘

をつかむ二とができたす伝わち 8.0mV(拍2田-

C)までιついて比較してみると乾燥状態の場合
はー直訴に 8，0(的2叩・C)まで温度上昇するよ

うである これに直し吉水時(1田%)町場合に

は造中において温度上昇が紐樺になることが認

められる

撞長加然襲験について

a)ニの織合も位射然実験と問樺に三文刺子生地の

乾煉状態と吉水(1凶弾〉とした場合の二種頗につ

いて比較実験した これらのE経験結果は簡5図お

よび革 6 図のとおりであり三~l"1子生地について

は2秒間答に撞炎時間を費えて)8砂まで費験し

と 乾燥時の控提加熱については第5図でもわか

るよう撞炎加熱時間町大なる畢，裏面温度も高〈

な勺ている，また撞炎加問時間18秒について裏面

温度円最高について比粧してみると乾燥時町場合

には6711l'Cまで温度上昇し。宮水時町場合には31

I!rCまで温度上昇しない (実際上町温度はこれ

に室直を加える〉このような温度上昇銅線からも

わかるようι晴れた場合的耐臥性が非常によいこ
とがわかる

b)乾蝿時的笹炎については，10秒接炎加剤より生

地表面が掲色となりこれがさらには砂。 14秒 16 

秒， 18秒と接炎加動崎聞を増す毎に掴邑の変化も

増大L55砂町撞尭加熱においてはじめて着火尭尭

した
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c)古水時(1曲掃)の睦炎については18砂町控品加

熱のみでは，生地童図に何らの霊化も認められな

いのでさらに控虫時間会長〈してみると 4骨30砂

町撞炎加熱においてはじめて3提出が掴邑になっ

た Eに接虫峠r;.l1をs分， 6分と増す耳に表面壁



ニとがいえる

， )乾燥している掛合 三Z刺子とアルミ γクス3

号は大向同組l丘町防虫力士写fする

b) 100掛精した岨合性焼時に比L三宜刺子の葺

而霊化としては.約5-6分間拠常がない

131 アルミッタ 7，3号とR1防謡曲(ナイロ ソメリヤ

J民摘み1<面白色ヒユール引き〉の比較について

，)阻度上昇は大遊がない

b)器而変化はR1帥EE胆が極めて大き〈耐熱性が
"，い

， )放射能肱枇能力はR1肪麓阻がよい

u) R 1防護服U40庇付近から若手収縮する

e)アルミックス3守生地は収縮等の生地のl!I'化が

ない

なお • i参考までにアル 3ックλ3号と三虫刺子(現
用のもの〉の各々大きさ 2号の訪大般について重量

全比較してみると.アルミックス 3号甚なしの場合

で2.3'"。高付〈ポリウ νタγフォーム圭彊り〉てて2.3

k.である 万三文刺子(現用のもの〉の場合につ

いては甚なしの乾で3.6kg，濡れた場合l曲掃の古万一

とすれば乾の二倍となる，さらに裏地〈綿に不オプ

レソゴムをコーテ<"グしたるの〉をつけた場合じ

は 1.7kgの重さが加わり揖重量8.9kCとかなり置く

なることがわかる 伝おこれば防火眼目犬小I ある

いは吉水率等ιよ勺て当酷変ってくる二とを承知さ
才tt.ニb、

む す び

以上がアルミッタス防火服地等円安験研究結果であ

るがさらに実験結果(その 1)(その2)(その3)の

考事を要約すれば，っき'のとおりである

111器機的強度について
，)引彊聾度

アルミックス3号'"三宝刺子に比し約2骨の l

哩庄l!い

b)引引き由民

アル‘ γ クエ 3号は 三叉刺 15 ，こ比 L~-~~:~

f:.uP.:tでややC"Jぃ

しかし。世泌指物の姐力としτは克号あるとまEえら
れるのでilI!Jd上さしっかえない

121 老化試駐について

， )機械的強度につい1は どららも低下するがア

ル、ッタy、三号は三E刺干より，{;1;下する

h)迅色世については 三文刺子もアル‘ツ Fヌ3

号む新品に比L相当書下(聖位lW'ヒピ削れ〕し

目能は大体roJ!¥l置である
131 !~剖加熱丑び接炎拭駄について

， )アル ζγ タス 3'号〈謀なし〕と三ヌ刺子(誌な

しの乾燥してい吾もの〉とは大体同じである

~) アルミック ;<3号にポリウレタ Yフ"ームを

高生地として付付ると的2倍以上司断熱効果が

ある

{吟また防火脚に甚地をつけるかっけないか

また如!伺なるE生地をつけるかによ勺て謀田町
出陸上昇が決定される

141 三宝制"1'を捕した場合ιついて

a) 0.1回 ljcml記 C の鋭射期丹とき拍3卦30秒間は

"位C-48度Cで定となる

b) 0.2岨l/cm~sec の紋射熱のとき拍 i 分20秒間は

32庄C-S3l.tCで一定となる L たが勺て濡れた

湯台の断黙効果が認められた 二れは控誕の絡会

む同篠である

151肪水性について
アルミックス 3号は濡れる.L'配がな〈重量も比較

的軽〈て行動しやす〈街生的である

161 重量について

三叉刺子が掘れた場合は乾陸時乃約二告のE量と

なるのでかなり宜〈なる.

以上が新 L(開発されようとしているアル、 γク

'"訪火E置についての現在までの研究錨果てある

( 42 ) 




